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ＦＭあすも ＪＡ番組

「そ～じゃ＊い～じゃ」
毎週金曜日

お昼 12 時 40 分～　絶賛放送中！

66

ＪＡいわて平泉の採用情報です。
気軽にご覧ください。

特集 第１１回通常総代会
花鳥風月花鳥風月

ＪＡ管内の地域行事や四季の風景を紹介

算数で、足し算を頑張っている愛來
ちゃん。大きくなったら、ケーキ屋
さんになることが夢です。

体育で、リレーの練習を頑張っている
あかりちゃん。大きくなったら、警察官
になることが夢です。

写真提供：松澤神社

岩
渕 

愛
來 

ち
ゃ
ん
（６）

大
原
小
学
校
１
年

い
わ
ぶ
ち

あ
　
き

鳥
畑 
あ
か
り 

ち
ゃ
ん
（６）

大
原
小
学
校
１
年

と
り
は
た

姉の穂ちゃん（8）と珠絵ちゃん
（13）。お絵描きや散歩をして仲
良く遊んでいます。

みのり たまえ

松
澤
神
社
の
ア
ジ
サ
イ

今月の表紙

　
一
関
市
千
厩
町
に
鎮
座
す
る
松
澤
神
社

は
、「
あ
じ
さ
い
神
社
」
と
し
て
も
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
が
植
え

た
約
１
２
０
０
株
の
ア
ジ
サ
イ
が
、
６
月

ご
ろ
か
ら
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
石
の
階
段

の
両
側
に
、
青
や
紫
、
白
な
ど
の
ア
ジ
サ

イ
が
咲
き
誇
り
、
石
段
の
上
か
ら
は
素
敵

な
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

　
金
山
一
揆
の
結
集
地
と
し
て
も
有
名
な

松
澤
神
社
の
境
内
に
は
、
当
時
を
し
の
ぶ

記
念
塔
が
あ
り
、
歴
史
と
自
然
の
味
わ
い

を
同
時
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

動
画
は
こ
ち
ら

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と

動
画
が
み
ら
れ
ま
す
。

配
信
期
間
を
過
ぎ
た
動
画
は
視
聴
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

〈 

動
画
配
信
期
間
　
令
和
７
年
６
月
10
日
〜
令
和
７
年
８
月
９
日 

〉
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催
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Ｊ
Ａ
は
第
11
回
通
常
総
代
会
を
５
月
23
日
、
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
令
和

７
年
度
は
、
第
４
次
中
期
経
営
計
画
実
践
の
最
終
年
度
と
し
て
、
改
め
て
協
同
組
合
の
価
値
と
存
在
意
義

を
見
つ
め
直
し
、
Ｊ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
、
支
え
て
き
た
地
域
農
業
、
地
域
社
会
で
の
機
能
と
役
割
を

再
認
識
し
な
が
ら
、
第
４
次
中
期
経
営
計
画
で
掲
げ
た
最
重
点
施
策
「
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業

生
産
の
拡
大
」、「
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化
」、「
組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営
」
を
図
る

こ
と
を
狙
い
と
し
、
さ
ら
な
る
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
計
画
の
実
現
に
努
め
ま
す
。
そ
し
て
、
新
時
代
に

対
応
し
な
が
ら
、
地
域
農
業
を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
食
料
の
安
定
供
給
、

地
域
農
業
・
農
村
の
保
全
維
持
、
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
加
速

す
る
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る
農
業
の
担

い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
続
い
て

い
る
状
況
に
加
え
、
燃
料
や
肥
料
・
飼
料
な

ど
農
業
資
材
の
価
格
高
騰
で
生
産
現
場
で
は

大
変
な
厳
し
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
第
４
次
中
期
経
営
計
画

の
中
間
年
度
で
、
最
重
点
施
策
の
実
現
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
一
則
組
合
長
は
総
代
会
に
あ
た
り「
食

料
安
全
保
障
の
確
保
と
強
化
の
重
要
性
が
増

し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
に
よ
る

世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
、
生
産
資
材
の

価
格
高
騰
の
上
、
異
常
な
猛
暑
で
栽
培
管
理

が
大
変
な
年
が
続
き
、
農
業
経
営
の
困
難
さ

が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
事
業
で
は
、

米
の
集
荷
競
争
が
激
化
し
、
Ｊ
Ａ
へ
の
米
の

集
荷
量
が
減
少
し
た
他
、
満
期
（
信
託
期
間

満
了
）
ま
で
保
有
し
て
も
収
益
が
見
込
め
な

い
一
部
の
有
価
証
券
（
受
益
証
券
）
を
リ
ス

ク
を
先
延
ば
し
し
な
い
考
え
か
ら
売
却
（
中

途
解
約
）
し
た
た
め
事
業
損
失
が
発
生
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
、
組
合
員
の
た
め
、
自

己
改
革
に
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
本
来
の
目
的
で

あ
る
農
業
振
興
、
地
域
振
興
を
中
心
と
し
た

魅
力
あ
る
総
合
事
業
の
展
開
に
よ
り
安
定
し

た
経
営
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
で
述
べ
ま
し
た
。

あいさつする佐藤組合長
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第１１回通常総代会

議長を務めた佐藤克朗氏㊧と村上政一氏

提出議案が全て可決されました

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た

主
な
質
問
と
意
見
要
望

報
告
事
項

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更

決
議
さ
れ
た
議
案

総
代
数
５
２
０
人
、
出
席
総
代
数
４
６
７
人
（
本
人
出

席
２
０
０
人
、
委
任
状
出
席
０
人
、
議
決
権
行
使
書
面

提
出
２
６
７
人
）

附
帯
決
議

　

こ
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
決
議
し
た
事

項
で
、
行
政
庁
の
指
示
等
に
よ
り
修
正
変
更

を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
決
議
の
趣
旨
に
反

し
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
そ
の
取
扱
い
を
理

事
会
に
一
任
す
る
こ
と
の
決
議
を
求
め
ま
す
。

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更

令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
剰

余
金
処
分
案
の
承
認

（
報
告
）
令
和
６
年
度
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表

及
び
附
属
明
細
書

令
和
７
年
度
事
業
計
画
の
設
定

令
和
７
年
度
経
費
の
賦
課
及
び

徴
収
方
法
の
決
定

令
和
７
年
度
理
事
に
支
払
う
報

酬
の
額
の
決
定

令
和
７
年
度
監
事
に
支
払
う
報

酬
の
額
の
決
定

令和６年度事業の成果

　

日
本
で
は
17
年
間
利
息
が
な
い
状
態
で
し
た
が
、

昨
年
か
ら
徐
々
に
利
息
が
付
く
よ
う
に
な
り
、
か
つ

て
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
有
価
証
券
で
は
、

こ
れ
ま
で
安
定
し
た
運
用
益
を
上
げ
、
Ｊ
Ａ
の
経
営

に
も
貢
献
し
て
き
ま
し
た
が
、
評
価
損
が
拡
大
し
、

回
復
が
見
込
め
な
い
一
部
の
有
価
証
券
（
受
益
証
券
）

を
売
却
（
中
途
解
約
）
し
た
た
め
赤
字
と
な
り
ま
し

た
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を

お
か
け
し
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
９
０
０
０
万
円
を
超
す
赤
字
を
出

し
た
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

　

組
合
員
あ
っ
て
の
わ
れ
わ
れ
Ｊ
Ａ
組
織
だ
が
、
支
店
の
統
廃
合
な
ど
で
組
合
員
の
利

便
性
が
無
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、
組
合
員
座
談
会
を
開
催
し

て
も
、
職
員
が
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
説
明
を
す
る
だ
け
だ
。
以
前

は
、
行
政
や
Ｊ
Ａ
理
事
が
来
て
、
Ｊ
Ａ
の
現
状
報
告
、
組
合
員
か
ら
の
要
望
を
聞
く
時
間

が
あ
っ
た
が
今
は
無
い
。
こ
れ
で
は
ま
す
ま
す
組
合
離
れ
に
つ
な
が
る
。

※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示して
　いますので、合計金額はその内訳金額の合計
　と必ずしも一致するものではありません。

資産の部合計
負債の部合計
純資産の部合計

157,133,893
152,079,530
5,054,362

資産の状況 （単位：千円）

事業総利益

事業管理費

事業損失

当期損失金

1,936,425

2,072,886

136,461

90,231

収支の状況 （単位：千円）

単体自己資本比率
不良債権比率

１２.６４％
１.６４％

１．当期未処分剰余金

２．任意積立金取崩額

　（１）固定資産圧縮積立金

３．次期繰越剰余金

35,040,637

1,651,648

1,651,648

36,692,285

36,692,285

剰余金処分の概要 （単位：円）

計

　

経
営
状
況
や
日
本
の
経
済
状
況
か
ら
鑑
み
て
、

Ｊ
Ａ
も
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
は
利
益
を
優

先
す
る
組
織
で
は
な
く
、
組
合
員
の
た
め
の
組
織

で
あ
る
こ
と
を
、
し
っ
か
り
肝
に
銘
じ
て
可
能
な

限
り
対
処
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

座
談
会
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
関
地
域
の
公
共
牧
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て
行
政
機

関
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
持
続
可
能

な
経
営
基
盤
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
Ｊ
Ａ
で
も
各

種
事
業
の
収
支
均
衡
を
図
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

須
川
牧
場
に
つ
い
て
は
、
合
併
以
来
赤
字
で
あ
る
他
、

職
員
の
確
保
が
で
き
な
い
状
況
も
あ
り
、
健
全
な
牧
場

経
営
が
で
き
な
い
と
判
断
し
、
令
和
８
年
３
月
の
閉
鎖

に
向
け
て
、
部
会
員
や
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
今
年
３

月
に
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
ロ
ー
ル
サ
イ
レ
ー
ジ
に
つ

い
て
は
、
室
根
高
原
牧
野
で
の
粗
飼
料
確
保
に
向
け
て
、

草
地
更
新
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　

全
農
い
わ
て
と
協
議
し
た
中
で
、
今
回
概
算
金
が
決

定
す
る
前
に
最
低
保
証
価
格
と
し
て
提
示
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
の
市
況
や
生
産
費
を
考
慮
し
た
中
で
、

こ
の
価
格
が
適
正
と
い
う
こ
と
で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
の
防
除
暦
に
つ
い
て
は
、
カ
メ
ム
シ
防
除
の
回
数

が
現
状
異
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
統
一
の
方
向
で
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

米
の
集
荷
に
つ
い
て
は
、
業
者
の
優
位
性
を
示
す
た

め
の
手
法
の
違
い
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
し
ま
し

て
も
、
集
荷
方
法
を
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

集
荷
運
賃
に
つ
い
て
努
力
を
し
な
が
ら
、
生
産
者
の
皆

さ
ま
の
元
に
い
く
ら

か
で
も
多
く
残
る
よ

う
な
方
法
や
価
格
の

設
定
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

価
格
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
良
質
な
生
産
資
材
を

皆
さ
ま
に
提
供
す
る
よ
う
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

大
口
農
家
に
関
し
て
は
、
担
い
手
直
送
や
大
型
規
格
な

ど
の
工
夫
を
し
な
が
ら
低
価
格
で
提
供
す
る
よ
う
努
め

て
お
り
ま
す
。

　

手
数
料
を
上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
園
芸
品
目
の
振

興
の
た
め
、
生
産
技
術
の
向
上
や
販
売
価
格
の
確
保
、

生
産
基
盤
の
確
保
な
ど
を
図
り
な
が
ら
所
得
向
上
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
の
米
の
買
い
入
れ
額
を
、
最
低
保
証
価
格
60
㌔

当
た
り
２
３
０
０
０
円
と
し
た
算
出
根
拠
は
何
か
。
消

費
者
の
こ
と
も
考
え
て
設
定
し
た
額
な
の
か
。

　
限
定
米
の
農
薬
の
使
用
回
数
に
つ
い
て
、
東
部
地
区

と
西
部
地
区
と
で
使
用
回
数
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
統
一
し
な
い
の
か
。

　
米
の
集
荷
に
つ
い
て
、
昨
年
は
い
ろ
い
ろ
な
業
者
が

高
値
で
買
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
Ｊ
Ａ
か

ら
は
、
集
荷
運
賃
や
手
数
料
な
ど
が
取
ら
れ
る
が
、
業

者
で
は
、
集
荷
に
関
し
て
の
手
数
料
は
一
切
な
い
。
こ

の
違
い
は
何
か
。

　
Ｊ
Ａ
が
販
売
し
て

い
る
生
産
資
材
よ
り

も
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
販
売
し
て
い
る
生

産
資
材
の
価
格
が
安

　
園
芸
セ
ン
タ
ー
の
収
支
改
善
の
た
め
、
利
用
料
の

改
定
や
園
芸
セ
ン
タ
ー
の
集
約
の
検
討
を
し
て
い
る
が
、

農
家
の
所
得
を
上
げ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　
須
川
牧
場
を
来
年
の
３
月
に
閉
鎖
す
る
と
説
明
が

あ
っ
た
が
、
計
画
で
は
、
公
共
牧
場
の
利
用
促
進
を
図

る
と
と
も
に
農
家
へ
の
粗
飼
料
供
給
を
行
う
と
あ
る
。

過
去
に
室
根
高
原
牧
野
で
冬
場
の
餌
が
な
く
な
り
、
須

川
牧
場
の
も
の
を
運
ん
だ
た
め
、地
元
の
生
産
者
に
ロ
ー

ル
サ
イ
レ
ー
ジ
が
供
給
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

予
定
通
り
須
川
牧
場
は
閉
め
る
の
か
。
粗
飼
料
の
供
給

は
ど
う
な
る
の
か
。

主
な
要
望

Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
に
米
や
畜
産
の
共
進
会
や
品
評
会
の

結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
リ
ン
ゴ
の
品
評
会
の

結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

農
家
が
生
産
し
た
米
や
果
樹
、
野
菜
、
牛
の
販
売
価

格
は
安
い
が
、
そ
れ
に
必
要
な
生
産
資
材
が
安
く
な

ら
な
い
。
メ
ー
カ
ー
に
価
格
交
渉
し
、
１
円
で
も
安

く
供
給
し
て
ほ
し
い
。

い
の
は
な
ぜ
か
。
組
合
員
の
た
め
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
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第１１回通常総代会

　

令
和
７
年
度
は
、
第
４
次
中
期
経
営
計
画
実
践
の
最
終
年
度
と

し
て
、
営
農
・
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
組
合
員
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
の
持
て
る
組
織
力
、
結
集
力
、
総
合
力
を
発

揮
す
る
中
で
地
域
農
業
・
農
村
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
進
め
な

が
ら
、
地
域
農
業
の
振
興
と
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１　

農
業

　
　

～
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
～

　

消
費
者
の
信
頼
に
応
え
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
を
供
給
す

る
持
続
し
続
け
る
い
わ
て
平
泉
農
業
の
確
立
に
向
け
、「
黄
金
の

郷
づ
く
り
」
を
通
じ
て
担
い
手
の
育
成
と
組
合
員
の
農
業
所
得
確

保
・
増
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

２　

く
ら
し

　
　

～
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化
～

　

食
と
農
を
基
軸
に
、
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
生
活
イ
ン
フ

ラ
の
一
翼
を
担
い
、
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
の
確
立
と
く
ら

し
の
活
動
の
展
開
で
地
域
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

３　

経
営

　
　

～
組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営
～

　

自
ら
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
改
革
の
推
進
と
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の

結
び
つ
き
を
深
め
、
財
務
基
盤
の
強
化
と
健
全
な
経
営
基
盤
の
確

立
で
、
信
頼
さ
れ
る
協
同
組
合
と
し
て
の
存
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画

組合員等被表彰者
（敬称略）

特
別
功
労
者

・
退
任
役
員

　

佐
藤　

鉱
一	

藤
沢
町
徳
田

　

阿
部　

東
悦	

花
泉
町
老
松

　

後
藤　

時
廣	

一
関
市
真
柴

　

遠
藤　

恭
一	

千
厩
町
小
梨

　

小
野
寺　

辰
也	

一
関
市
上
日
照

　

小
山　

晃	

千
厩
町
奥
玉

・
退
任
農
家
組
合
長

　

小
山　

敏	

大
東
町
沖
田

　

千
田　

浩	

一
関
市
舞
川

　

伊
藤　

清	

一
関
市
厳
美
町

　

及
川　

米
元	

大
東
町
猿
沢

　

米
倉　

隆
一	

川
崎
町
薄
衣

　

松
本　

松
一	

一
関
市
赤
荻

　

小
岩　

暢
哉	

一
関
市
中
央
町

　

小
野
寺　

照
夫	

大
東
町
猿
沢

　

畠
山　

憲	
藤
沢
町
徳
田

　

佐
藤　

二
郎	
一
関
市
舞
川

　

佐
藤　

三
男	
一
関
市
厳
美
町

　

小
野
寺　

義
廣	

一
関
市
萩
荘

　

那
須　

徳
男	

大
東
町
摺
沢

　

三
浦　

孝
之	

大
東
町
摺
沢

　

鈴
木　

省
一	

平
泉
町
平
泉

　

伊
藤　

作
夫	

一
関
市
狐
禅
寺

　

石
川　

正
喜	

一
関
市
弥
栄

　

千
葉　

勇	

一
関
市
萩
荘

　

鈴
木　

正
一	

一
関
市
萩
荘

　

阿
部　

雅
弘	

一
関
市
萩
荘

　

熊
谷　

和
夫	

一
関
市
萩
荘

　

千
葉　

胤
明	

川
崎
町
門
崎

　

鈴
木　

養
蔵	

東
山
町
長
坂

　

佐
藤　

一
夫	

東
山
町
田
河
津

　

小
山　

栄
一	

室
根
町
矢
越

優
良
農
家
組
合
長
（
退
任
農
家
組
合
長
）

　

佐
藤　

俊
弘	

一
関
市
舞
川

　

阿
部　

正
廣	

一
関
市
萩
荘

　

佐
藤　

匡
宏	

一
関
市
厳
美
町

　

小
山　

剛
史	

大
東
町
沖
田

　

菅
原　

克
弘	

一
関
市
滝
沢

　

村
上　

満	

一
関
市
萩
荘

　

千
葉　

繁
年	

花
泉
町
涌
津

　

小
野
寺　

敬
一	

千
厩
町
奥
玉

　

皆
上　

新
雄	

千
厩
町
千
厩

　

菅
原　

隆
一	

川
崎
町
薄
衣

　

金
野　

勝
夫	

大
東
町
中
川
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ド
ロ
ー
ン
で
作
業
を
効
率
化

ドローンでの散播作業を見守る組合員
　

作
業
省
力
化
と
労
働
力

軽
減
を
図
ろ
う
と
、
Ｊ
Ａ

全
農
い
わ
て
に
業
務
委
託

し
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
水

稲
の
種
子
湛
水
直
播
を
行

い
ま
し
た
。
９
・
６
㌶
の
水

田
に
、
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

し
た
種
子
６
４
４
㌔
を
散

播
し
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン

で
の
散
播
は
今
年
で
３
年

目
。
来
年
以
降
も
面
積
拡

大
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
農
）フ
ァ
ー
ム
滝
沢（
一
関
）

4 / 2 5

挿
し
芽
育
苗
の
注
意
点
確
認

育苗時の注意点を確認した指導会
　

リ
ン
ド
ウ
挿
し
芽
指
導

会
を
開
き
ま
し
た
。
６
月

上
旬
か
ら
始
ま
る
定
植
に

向
け
、
参
加
し
た
生
産
者

は
育
苗
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見

な
が
ら
、
親
株
か
ら
の
採

穂
や
挿
し
穂
の
調
整
、
挿

し
芽
の
ポ
イ
ン
ト
、
育
苗

管
理
を
す
る
際
の
注
意
点

な
ど
を
確
認
し
、
良
品
生

産
に
向
け
て
意
識
を
高
め

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
花
き
部
会
り
ん
ど
う
専
門
部

出
荷
さ
れ
た
キ
ュ
ウ
リ
を
確
認
す
る
Ｊ
Ａ
職
員

4 / 2 2

相
互
研
修
で
品
質
向
上
狙
う

　

半
促
成
ト
マ
ト
相
互
巡
回
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
生
産
者
の
圃
場
６
カ
所
を
巡
回
し
、
生
育

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
今
後
の
管
理
を
指
導
し

ま
し
た
。（
株
）
サ
カ
タ
の
タ
ネ
の
赤
根
勘
人

さ
ん
は
「
か
ん

水
時
は
、
地
温

を
下
げ
な
い
よ

う
水
温
や
タ
イ

ミ
ン
グ
に
注
意

し
て
ほ
し
い
」

と
指
導
し
ま
し

た
。

Ｊ
Ａ
ト
マ
ト
部
会

ト
マ
ト
の
生
育
と
圃
場
の
状
況
を
観
察
す
る
参
加
者

促
成
キ
ュ
ウ
リ

出
荷
始
ま
る

　

Ｊ
Ａ
管
内
の
促
成
キ
ュ
ウ
リ

の
出
荷
が
始
ま
り
、
Ｊ
Ａ
の
看

板
の
夏
秋
野
菜
５
品
目
の
流
通

に
向
け
、
先
陣
を
切
り
ま
し
た
。

生
産
者
の
本
田
幸
さ
ん
（
花
泉
）

は
、「
例
年
よ
り
気
温
が
高
く
、

生
育
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

良
品
を
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
」
と
意
気
込
み

ま
し
た
。 Ｊ

Ａ
き
ゅ
う
り
部
会

4 / 3 0

TOPICS
ココcolor ソコ color

T O P I C S
T O P I C S

T O P I C ST O P I C S

T O P I C ST O P I C S
T O P I C S

T O P I C S

T O P I C S
T O P I C S

T O P I C S

T O P I C S
T O P I C S

T O P I C S

T O P I C S
T O P I C S

T O P I C S
T O P I C S

T O P I C S

T O P I C S

5 / 1 4

摘
果
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
確
認

リンゴの生育状況を確認する生産者
　

リ
ン
ゴ
定
例
指
導
会
を

管
内
７
会
場
で
開
き
、
結

実
状
況
や
摘
果
作
業
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。
一
関
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
の
遠
藤
歩
美

上
席
農
業
改
良
普
及
員
が
、

各
地
域
の
品
種
ご
と
の
開

花
状
況
を
報
告
し
、
摘
果

剤
の
散
布
時
期
、
病
害
虫

防
除
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
果
樹
部
会
り
ん
ご
専
門
部
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T O P I C S
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T O P I C S
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5 / 1

畜
産
の
振
興
と
安
全
を
願
う

広大な牧野でのびのび過ごす牛たち
　

Ｊ
Ａ
が
指
定
管
理
を

受
け
て
い
る
公
共
牧
場

の
令
和
７
年
度
開
牧
式
と

安
全
祈
願
祭
を
室
根
高
原

牧
野
で
行
い
、
管
内
の

畜
産
振
興
と
シ
ー
ズ
ン
中

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

那
須
元
一
専
務
は
「
今
年

も
放
牧
開
始
の
時
期
が

や
っ
て
き
た
。
牛
と
作
業

従
事
者
の
安
全
を
願
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

山目小学校（一関）

　２年生６７人は、大住正樹さん（藤
沢）の指導で、ミニトマトの育て方
を勉強しました。

5/19

東山小学校
　５年生２３人は、千葉健一さん（東
山）の指導で、こがねもちの苗を手
作業で植えました。

5/15

川崎小学校
　５年生１７人は、（農）門崎ファー
ム所有のメダカが生息する田んぼで、
ひとめぼれの苗を手植えしました。

5/8

赤荻小学校（一関）

　５年生４８人は、阿部邦弘さん（一
関）の田んぼで、コシヒカリの苗を手
作業で植えました。

5/16

黄海小学校（藤沢）

　５年生９人は、耕作支援隊や老人
クラブの指導で、こがねもちの手植え
と機械植えの体験をしました。

5/9

龍澤寺こども園（一関）

　年長児３４人は、ＪＡ一関青年部
中里支部と一緒に、こがねもちの種
まきをしました。

4/22

厳美小学校（一関）

　５年生１５人は、佐藤克徳さん（一
関）の田んぼで、手植え体験と機械
植えの様子などを見学しました。

5/15

滝沢小学校（一関）

　５年生２２人は、ＪＡ一関青年部真
滝支部の指導で、ひとめぼれの苗を
手作業で植えました。

5/9

ミニトマトの植え付けを学ぶ小学生

ミ
ニ
ト
マ
ト
成
長
に

わ
く
わ
く

　

小
学
生
と
Ｊ
Ａ
の
ふ
れ
あ
い

イ
ベ
ン
ト
「
わ
く
わ
く
純
情
プ

ラ
ン
タ
ー
」
を
、
Ｊ
Ａ
西
部
営

農
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
の
若
手
職
員
が
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
植
え
付
け
指
導
や
Ｊ

Ａ
に
つ
い
て
説
明
し
、
お
楽
し

み
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
は
６
月
と
８
月
に
も
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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5 / 2 1

笑
顔
で
の
活
動
継
続
を
誓
う

あいさつをする小野寺節子前
会長

　

第
９
回
通
常
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
化

社
会
を
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
よ

う
継
続
し
た
活
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
を
決
め
、
新
会
長
に

川
崎
支
部
の
菅
原
君
代
さ
ん
を

選
任
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ハ
ー
ト
フ
ル

5 / 8

農
作
業
通
じ
地
域
農
業
学
ぶ

水稲苗を手渡しする新採用職
員㊨

　

新
採
用
職
員
農
業
研
修
を
行

い
、
入
組
１
年
目
の
職
員
が
田

植
え
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
花
泉
支
店
の
小
野
寺
龍
也

職
員
は
「
初
め
て
農
作
業
を
し

て
み
て
、や
り
が
い
を
感
じ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

4 / 1 9

種
芋
を
植
え
て
収
穫
に
期
待

一生懸命に種芋を植える子ども
たち

　

子
ど
も
食
堂
に
参
加
す
る
園

児
・
児
童
６
人
と
保
護
者
は
、

Ｊ
Ａ
女
性
部
藤
沢
中
央
支
部
の

指
導
で
、「
男
爵
イ
モ
」「
と
う

や
」
の
種
芋
を
植
え
、
秋
の
収

穫
に
大
き
な
期
待
を
膨
ら
ま
せ

ま
し
た
。

い
っ
て
み
っ
ぺ
し
藤
沢

5 / 1 5

デ
ー
タ
駆
動
型
農
業
に
理
解

栽培管理技術を学ぶ参加者

　

ト
マ
ト
栽
培
管
理
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。
外
気
導
入
（
高

温
対
策
）
事
例
と
、
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
活
用
事
例
の

現
地
研
修
を
行
い
、
デ
ー
タ
駆

動
型
農
業
に
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

県
南
広
域
振
興
局
農
政
部

4 / 2 2

巡
回
指
導
で
技
術
向
上
狙
う

生育を確認する参加者

　

栽
培
初
心
者
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
栽
培
歴
が
浅
い
生

産
者
の
圃
場
を
巡
回
し
、
圃
場

管
理
や
病
害
虫
防
除
、
農
薬
散

布
な
ど
を
す
る
際
の
注
意
点
を

確
認
し
、
技
術
習
得
に
努
め
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
花
き
部
会

5 / 2

子
ど
も
食
堂
の
始
動
を
祝
う

テープカットで子ども食堂の
スタートを祝う参加者

　

住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
機

会
を
増
や
そ
う
と
、
第
１
回
子

ど
も
食
堂
を
開
き
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
川
崎
青
年
部
や
地
元
団
体
な

ど
が
食
材
を
提
供
。
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
作
り
、
幅
広
い
世
代
が

昼
食
を
囲
み
ま
し
た
。

川
の
駅
子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
会（
川
崎
）

5 / 1

巡
回
で
水
稲
苗
の
生
育
確
認

水稲苗の生育状況を確認する関係者
　

水
稲
苗
育
苗
巡
回
を
行

い
ま
し
た
。
新
規
栽
培
者

を
中
心
に
、
水
稲
苗
の
生

育
状
況
や
栽
培
管
理
状
況
、

病
害
の
発
生
状
況
や
田
植

え
日
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
令
和

７
年
度
、「
金
色
の
風
」
を

17
経
営
体
で
64
㌶
、「
銀
河

の
し
ず
く
」
は
45
経
営
体

で
78
㌶
の
作
付
け
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
金
色
の
風
・
銀
河
の
し
ず
く
栽
培
研
究
会
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高い志のもと、日々 “ キラリ ”と光る活動を
している人たちがいる。“ 黄金の郷 ” いわて
平泉を支える、魅力溢れる“こしぇるびと ”
のメッセージをシリーズで紹介していく。

笑
顔
が
広
が
る
酪
農
経
営
を

千
厩
町
小
梨　
尾
形 

元
希 
さ
ん

vol.125

PROFILE

２００３年千厩町生まれ。高校を卒業後、
就農し、家業の酪農に携わる。飼養頭数
７０頭、草地３５㌶。両親、兄、祖母と
５人暮らし。

尾形 元希さん（21）
Genki Ogata

千厩町小梨

幼
い
頃
か
ら
牛
が
い
る
生
活

　

田
園
地
帯
を
見
下
ろ
す
丘
の
上
の
牛
舎
で
、

一
頭
一
頭
の
体
調
を
確
認
し
な
が
ら
搾
乳
を

す
る
尾
形
元
希
さ
ん
。
父
の
誠
さ
ん
、
兄
の

幸
希
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
手
際
よ
く
作
業

を
進
め
て
い
く
。

　

酪
農
を
営
む
家
に
生
ま
れ
た
元
希
さ
ん
。

学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
牛
舎
の
近
く
の

遊
び
場
に
直
行
し
、
家
族
が
牛
の
世
話
を
す

る
姿
を
見
な
が
ら
育
っ
た
。
農
業
を
目
指
し

た
き
っ
か
け
は
中
学
生
の
時
、
誠
さ
ん
に
「
酪

農
の
仕
事
を
体
験
し
て
み
る
か
」
と
誘
わ
れ

た
こ
と
。
や
っ
て
み
る
と
酪
農
と
い
う
仕
事

が
「
自
分
に
合
っ
て
い
る
」
と
感
じ
、
高
校

卒
業
後
に
迷
わ
ず
就
農
。
酪
農
の
道
を
突
き

進
む
と
決
め
、
家
業
に
加
わ
っ
た
。
最
初
は
、

牛
に
蹴
ら
れ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
恐

る
恐
る
行
っ
て
い
た
作
業
も
、
就
農
し
て
４

年
目
の
今
で
は
楽
し
く
行
っ
て
い
る
。

循
環
型
農
業
を
実
践

　

元
希
さ
ん
の
家
族
が
経
営
す
る
イ
タ
バ
シ

フ
ァ
ー
ム
は
、
牧
草
を
全
て
自
家
生
産
し
、

地
域
の
水
田
で
取
れ
る
わ
ら
を
利
用
す
る
な

ど
循
環
型
農
業
を
実
践
し
て
い
る
。
配
合
飼

料
を
減
ら
す
工
夫
を
し
な
が
ら
、
自
給
飼
料

を
与
え
る
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
る
。

　

毎
日
の
餌
や
り
や
搾
乳
な
ど
の
管
理
は
、

家
族
で
協
力
し
て
行
う
。
乳
量
や
餌
を
食
べ

る
量
、
便
の
観
察
な
ど
を
通
し
て
、
牛
の
体

調
に
変
化
が
な
い
か
皆
で
気
を
配
り
な
が
ら

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
牛
が
暑
さ
を

感
じ
て
な
い
か
、
牛
に
冷
た
い
風
が
当
た
っ

て
な
い
か
な
ど
、
飼
育
環
境
に
も
気
を
配
る
。

　
「
酪
農
は
誰
に
で
も
で
き
る
仕
事
で
は
な

い
」
と
元
希
さ
ん
。
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
を
操

縦
し
て
牧
草
や
わ
ら
を
ロ
ー
ル
に
す
る
作
業

や
、
搾
乳
の
仕
事
は
特
別
感
が
あ
り
、
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
。

酪
農
を
続
け
て
い
き
た
い

　

飼
料
や
生
産
資
材
の
高
騰
で
酪
農
家
の
減

少
は
続
い
て
い
る
が
、「
ず
っ
と
酪
農
を
し
て

い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
す
元
希
さ
ん
。
い

ず
れ
は
牛
舎
を
新
し
く
し
て
、
牛
が
快
適
に

過
ご
せ
る
環
境
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。　

　

酪
農
家
は
、
牛
乳
を
生
産
す
る
の
が
仕
事
。

搾
乳
量
が
増
え
れ
ば
経
営
が
安
定
す
る
。
一

頭
か
ら
搾
乳
で
き
る
量
、
一
日
に
搾
乳
で
き

る
量
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

飼
料
に
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
与
え
る
こ
と
な
ど

も
視
野
に
入
れ
、
自
給
飼
料
の
生
産
量
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
頭
数
増
を
計
画

し
た
い
と
将
来
を
見
据
え
る
。

　
「
地
域
全
体
で
協
力
し
て
酪
農
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」。
農
業
の
明
る
い
未
来
に
思
い

を
は
せ
、
父
の
助
言
と
兄
の
背
中
を
追
い
か

け
な
が
ら
、
元
希
さ
ん
は
今
日
も
笑
顔
で
汗

を
流
す
。
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一　関
花　泉
平　泉
千　厩
藤　沢
大　東
東　山
室　根
川　崎

13 
20 
3 
18 
2 
16 
6 
11 
1 
90 

722
773
564
737
556
650
857
729
602
857

455
438
444
353
452
406
487
470
602
353

25 
39 
7 
10 
6 
21 
12 
11 
4 

135 

734
879
633
934
673
923
756
823
848
934

422
276
524
378
508
367
359
592
679
276

38 
59 
10 
28 
8 
37 
18 
22 
5 

225 

594,782 
608,766 
558,690 
564,693 
572,550 
572,773 
621,989 
648,700 
721,820 
598,962 

120.0%
103.9%
94.2%
96.8%
105.7%
92.7%
99.8%
101.3%
121.7%
103.2%

548,138 
572,495 
494,267 
531,178 
503,800 
513,081 
615,817 
576,700 
601,700 
549,743 

619,036 
627,367 
586,300 
625,020 
595,467 
618,252 
625,075 
720,700 
751,850 
631,775 

支　部
頭数 高値 安値 平均価格 頭数 高値 安値 平均価格 頭数 平均価格

合計去勢雌
前回比（％）

合計・平均

※単位：円（ただし高値・安値は千円）税込みです。

最高販売額の
血統構成

雌 父：
母の父：
祖母の父：

諒太郎
安福久
勝忠平
（東山）

福勝鶴
美国桜
勝忠平
（千厩）

去勢 父：
母の父：
祖母の父：

県南子牛市場　　令和７年５月１６日

５月市場
和牛枝肉販売成績　　令和７年５月

格付
５
等
級
４
等
級

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
販
売
分

３
等
級

雌
単価（円）枝重（kg） 販売額（円） 単価（円）枝重（kg） 販売額（円）

上物率
（格付４等級以上）

去勢

432 

522 

2,477 

2,151 

1,065,388 

1,124,492 

542 

511 

2,241 

2,073 

1,215,312 

1,060,452 
100.0%

販売頭数31頭 ※枝重、単価、販売額は平均値

出荷月間最高販売牛
血統紹介

雌の部
勝乃幸×菊福秀×安福久
Ａ5　441㎏　2,623円

Ａ5　643㎏　2,550円

去勢の部
福之姫×百合茂×安福久

生産資材ひろば
営農TOPI CS

◎詳しくは、『農林水産省ホームページ』をご覧ください。

 http://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tekisei/

検索農薬の適正使用

営
農

クセ トレ

防護装備は
しっかりと

中干しを行い中干しを行い
活力のある稲を作りましょう！活力のある稲を作りましょう！

お祭り会場で金色の風をPR！お祭り会場で金色の風をPR！

6月～8月は6月～8月は
農薬危険防止運動の実施期間です！農薬危険防止運動の実施期間です！

　６月に入り、圃場の管理に忙しい時期となりました。

今回は中干しについて紹介します。

　

○１株当たりの茎数が 25 本程度になったら、降雨が

　比較的少ない 6 月 25 日ごろまでに開始し、幼穂形

　成期（7 月 10 日ごろ）までに終わらせてください。

○田面に小さな亀裂が

　生じ、軽く踏んで足

　跡が付く程度が中干

　しの目安です。

○中干しの実施によって、根の伸長促進と健全化を図

　る事ができます。適期の中干し実施をお願いします。

　５月３日に平泉町で開催され

た春の藤原まつりにて、岩手の

ブランド米「金色の風」をＰＲ

しながら、販売しました。全国

からたくさんの観光客が来場し、

去年よりたくさんの方の手に取っ

てもらいました。

　令和７年度のテーマは『使用前、
周囲よく見て、ラベル見て』です。

　期間中は、周辺環境への農薬の飛

散防止を徹底することを重点的に指

導します。

私たちも利用しています
菅原  良博さん（５４）　藤沢町西口

トマト　40㌃

生産者から一言　
兄やおい２人もトマト農家。良い刺激を受け
ながらトマトの生産に励んでいます。

農作業パート・アルバイト
募集中！！

無料職業紹介所グリーンワーク
一関市川崎町薄衣字久伝 18-1

ＪＡ営農振興課　34 － 4001
　　　   園芸課　34 － 4003

HP はこちらから

　一関地方基盤整備事業等の受益地区では、営農組織の設立や集落営農組織の法人設立に向けた
取り組みが各地域で進んでおります。
　そこで、基盤整備事業受益地区および当地域以外が目指す営農の姿（集落営農組織の設立または
法人設立）を実現するため、一関地方農林業振興協議会が対応をいたします。

相談日の１０日前までに、下記のいずれかにご連絡ください。

○ＪＡ営農振興課 
○一関市農林部農政推進課
○平泉町農林振興課
○一関農業改良普及センター

（TEL  34-4001）
（TEL  21-8225）
（TEL  46-5564）
（TEL  52-4961）

担当：千葉
担当：佐藤
担当：鈴木
担当：藤原

【お申し込み･お問い合わせ】

開 催 日

ＪＡいわて平泉
営農振興センター

（一関市川崎町薄衣字久伝１８－１）

令和７年
　  〃
　  〃
　  〃
令和８年
　  〃

６月２０日（金）
８月２２日（金）
１０月１７日（金）
１２月１９日（金）
１月２３日（金）
２月２０日（金）

１３時３０分～
〃
〃
〃
〃
〃

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回

場 所

一関地方集落営農法人化相談会　一関地方基盤整備事業等の受益地区では、営農組織の設立や集落営農組織の法人設立に向けた
取り組みが各地域で進んでおります。
　そこで、基盤整備事業受益地区および当地域以外が目指す営農の姿（集落営農組織の設立または
法人設立）を実現するため、一関地方農林業振興協議会が対応をいたします。

相談日の１０日前までに、下記のいずれかにご連絡ください。

○ＪＡ営農振興課 
○一関市農林部農政推進課
○平泉町農林振興課
○一関農業改良普及センター

（TEL  34-4001）
（TEL  21-8225）
（TEL  46-5564）
（TEL  52-4961）

担当：千葉
担当：佐藤
担当：鈴木
担当：藤原

【お申し込み･お問い合わせ】

開 催 日

ＪＡいわて平泉
営農振興センター

（一関市川崎町薄衣字久伝１８－１）

令和７年
　  〃
　  〃
　  〃
令和８年
　  〃

６月２０日（金）
８月２２日（金）
１０月１７日（金）
１２月１９日（金）
１月２３日（金）
２月２０日（金）

１３時３０分～
〃
〃
〃
〃
〃

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回

場 所

一関地方集落営農法人化相談会

生産者の紹介
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“つくる”をテーマにＪＡ役員が思いを綴ります

理事
佐藤 圭一

（一関）

日
本
農
業
遺
産

認
定
地
域
の
取
り
組
み

　

一
関
市
舞
川
地
区
・
平
泉
町
長
島
地
区
・
奥
州
市

生
母
地
区
に
ま
た
が
る
束
稲
山
麓
地
域
は
、
令
和
５

年
１
月
に
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
束

稲
山
麓
地
域
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
で
は
、
地
域
活

性
化
お
よ
び
保
全
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
事
業
の
一
つ
に
「
高
校
生
に
よ
る
聞
き
書

き
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
が
当
地
域
内
の

農
家
の
方
を
訪
問
し
、
一
対
一
の
対
話
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
て
き
た
そ
の
知
恵
や
技
を
〝
聞
き
書
き
〟

し
、
記
録
、
発
信
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

舞
川
地
区
で
は
、
耕
作
者
が
高
齢
と
な
り
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
た
棚
田
を
、
舞
川
に
移
住
し
て
き
た
若
者

が
引
き
継
ぎ
、
令
和
３
年
か
ら
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
始

め
、
毎
年
約
50
組
の
オ
ー
ナ
ー
が
県
内
外
か
ら
参
加

し
て
昔
な
が
ら
の
米
作
り
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
オ
ー

ナ
ー
の
中
に
は
定
年
退
職
を
機
に
首
都
圏
か
ら
舞
川

に
移
住
し
、
田
舎
暮
ら
し
を
満
喫
し
て
い
る
方
も
い

ま
す
。
金
山
棚
田
は
令
和
４
年
、
農
林
水
産
省
「
つ

な
ぐ
棚
田
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
地

域
活
動
団
体
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
農
業
を
守
る

た
め
の
活
動
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

ＪＡ デイサービスセンター 〒021-0901 一関市真柴字原下 4-1
TEL 0191-31-1538

〒029-0803 一関市千厩町千厩字境田153-12
TEL 0191-52-5668

　

ひ
も
を
動
か
し
人
形
を

登
ら
せ
る
ゲ
ー
ム
を
行
い

ま
し
た
。
腕
を
動
か
す
た

め
、
可
動
域
を
広
げ
る
訓

練
に
な
り
ま
す
。

　

洗
濯
物
干
し
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
物
の
中
か
ら
衣
類
を
選

び
、
う
ま
く
干
せ
る
か
競

い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
で
腕
を
動
か
し
て

う
ま
く
干
せ
る
か
な
？

くらしのヒント！くらしのヒント！

がんへの備えは

どのようにしたらいいですか？

花泉支店　ＬＡ　岩渕 由紀

　知っていますか？がんは今、２人に１人が診断されると言
われる時代ですが、がんの死亡率は低下し５年生存率は向

上しており、「付き合っていく病気」に変わってきています。もしも
の時、しっかり治療に専念できるように備えておくことが大切です。
　ＪＡのがん共済は今年４月にリニューアルしました。
上皮内がんを含むさまざまながんや脳腫瘍の診断
時、再発時、入院、手術、通院
など幅広く保障します。
　詳しくは各支店にお問い合わせ
ください。 お問い合わせ

ＪＡ金融課　☎23-3007

取扱業務
貯金の入出金（現金払戻の限度額をお１人
あたり３０万円とさせていただきます）、定
期積金の掛込、貯金通帳の記帳・繰越、電
話料金・水道料金等の公共料金（電気料金
除く）、県税・市税・町税等の納付、相談業
務（取次業務内）

＊運行スケジュールについては、天候その他諸事情に
より、予告なく変更・中止させていただく場合がござい
ます。ご了承ください。

移動金融店舗車
『このみん号』
運行スケジュール

月 火 水 木 金
3 4

 

 

 

 

 

 

厳美出張所川崎出張所 奥玉市民センター

8 9

 1 22 

10 11
厳美出張所

厳美出張所

萩荘支店

川崎出張所

津谷川ふれあい店

奥玉市民センター

室根支店

室根支店

14

21

15 16 17 18
萩荘支店

厳美出張所

22 23 24 25
厳美出張所

萩荘支店

川崎出張所

津谷川ふれあい店

奥玉市民センター

室根支店

厳美出張所

厳美出張所

28
厳美出張所

萩荘支店

29
川崎出張所

30
奥玉市民センター

室根支店

31

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

川崎出張所 奥玉市民センター

室根支店

厳美出張所厳美出張所

萩荘支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

７月 上段：午前（10:0０～１１:３０）、下段：午後（１３:0０～１4:3０）

※旧店舗名で記載しております。

7

お休み

わが家の花壇にもシバザクラが咲
きました。隣に咲いているネモフィラと
一緒に、庭を華やかにしています。

	 大東町　Ｓさん（６０代）

地産地消のお店の紹介を楽しみに
しています。	

	 平泉町　Ｏさん（４０代）

田植え作業も最盛期、ぜひ天気に
恵まれ、味の良いお米ができるよう願っ
ています。	 川崎町　Ｙさん（８０代）

すまいるギャラリー・二人三脚の
ご夫婦にほっこりします。いつまでも
仲良く、お元気に過ごしてほしいです。

	 藤沢町　Ｋさん（７０代）

須川の道路開通しました。春が来
ました。今年も温泉に行きます。一関
の宝を大事にしましょう。	

	 赤　荻　Ｋさん（７０代）

こしぇるびと、楽しみにしています。
いろいろなことへ挑戦する人に尊敬の
念を感じます。皆さん頑張ってください。

	 大東町　Ｏさん（６０代）

Ⓒよりぞう

髙た
か
は
し橋 

さ
く
ら
さ
ん（
20
）

平
泉
町
長
島

　

急
性
期
医
療
を
支
え
る

看
護
師
を
目
指
し
、
高
等
看

護
専
門
学
校
に
通
っ
て
い

ま
す
。
患
者
さ
ん
の
身
体

だ
け
で
は
な
く
、
心
に
寄

り
添
え
る
看
護
師
に
な
り

た
い
と
勉
強
に
励
ん
で
い

る
他
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

取
得
や
心
肺
蘇
生
法
講
師

養
成
講
習
の
受
講
な
ど
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
音
楽
鑑
賞
で
、
好

き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ

イ
ブ
や
フ
ェ
ス
に
出
掛
け

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま

す
。

心
に
も
寄
り
添
え
る
看
護
師
に
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【５月３１日付】　退職　　　畠山 君子　（千厩支店）

職員の動き（カッコは前所属部署）

【キャンペーン期間】令和７年６月２日（月）〜８月２９日（金）

【キャンペーン期間】令和７年６月２日（月）〜８月２９日（金）

キャンペーン期間中、対象取引をされた方に、

１０万円を 1 口として「岩手県産フルーツセット」

を抽選で県内合計１００名様にプレゼント！

期間中、下記のお取引をいただいたお客さまに

よりぞう フェイスタオル、よりぞう ボールペン　プレゼント！

７月より価格改定が予定されています。ご購入を希望される場合は、お早めに最寄りのＪＡ農機センターへお問い合わせください。

対象取引	 定期貯金（通帳式のみ）新規 10 万円ごとに抽選権 1 口

対象となる方	 ◎ＪＡ口座外から新規のご資金を入金いただいた方

	 ◎ＪＡの口座で農畜産物販売代金を受け取っている方

定期貯金 または 定期積金
３０万円以上の新規ご契約
※ご継続の場合は、増額３０万円以上

ＪＡいわてグループ推奨型式を

特別価格でご提供！
交換用刈刃プレゼント！※工賃別途

ＪＡバンクアプリ プラス
 または

ＪＡバンクアプリのご契約
※新規またはご利用中の方

ＪＡバンク岩手　サマーキャンペーン２０２５
～夏のちょきん大作戦～

草刈り機キャンペーン！

ＪＡいわて平泉独自キャンペーン

お問い合わせ　ＪＡ各支店

無料年金相談会を開催します

産地ＰＲ動画（酪農生産者編・酪農流通編）が
完成しました！！

タブレットでのお取引受け付けを
開始しました !!

お問い合わせ・お申し込み　ＪＡ各支店

完全予約制

※希望日時をお問い合わせの上、必ず事前予約をお願いいたします。

開催日

７月４日（金）

７月５日（土）

午後１時～午後７時

午前９時～午後３時
７月６日（日）

平泉支店

一関中央支店

花泉支店

場　所 時　間

お問い合わせ　ＪＡ各支店

さらに

令和８年３月３１日（火）まで

GC-K403

L6411-91501＋刈刃
291,500円（税込）メーカー希望

小売価格

GC-K503

L6421-91501＋刈刃
313,500円（税込）メーカー希望

小売価格

GC705RD-FC

L6381-91101＋刈刃
345,400円（税込）メーカー希望

小売価格

ＪＡいわて平泉  理事会だより
　次の事項について審議され、原案通り決議されました。

第３回　４月２８日開催
▶不祥事再発防止策に係る進捗状況　▶令和７年度事業計画（数値）の一部変更　▶令和６年度事業報告の承認　▶自己改革工
程表　▶ 2025（令和７）年２月末場所別・部門別損益分析表の一部修正　▶第１１回通常総代会提出議案の決定　▶一ノ関駅東口
まちづくり株式会社の株式譲受　▶令和７年度経費の賦課及び徴収方法の決定　▶令和７年度総合財務計画の決定　▶ＪＡ自己改
革実践サイクル構築に関する経営戦略シート　▶令和７年産出荷契約米共同計算に係る重要事項の決定　▶令和６年度農政総合対
策本部支出報告及び令和７年度収支計画

【相談会日程】

　ＪＡでは、これから年金の請求手続きをされ
る方などを対象とした年金相談会を開催します。
社会保険労務士が無料でご相談をお受けします
ので、相談を希望される方はあらかじめ
ご予約下さい。

　ＪＡ各支店の信用窓口では、６月から、タブレット
での入出金などのお取引受け付けを開始しました。タ
ブレット導入により、書類記入が簡単になりました。
ぜひ、ご利用ください。

ユーチューブでぜひ、ご覧ください。

ユーチューブＱＲ

７月にお客様大感謝デーを開催します。

・セルフサービス店（狐禅寺、花泉、室根、川崎）

毎週水曜日　２日、９日、１６日、２３日、３０日　（５日間）

・フルサービス店（一関バイパス、千厩、藤沢、興田、摺沢、東山）

第１・第３土曜日　5 日、１９日　（２日間）　　　　　　
　　　　　

今年の７月も大特価！！
来店特典もあります！！

皆さまのご来店　スタッフ一同　お待ちしております

（有）JAラポート
お客様大感謝デーのお知らせ

お問い合わせ　ＪＡラポート各給油所
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5
月
号
の
答
え
は

「
シ
バ
ザ
ク
ラ
」
で
し
た
。

▼
5
月
号
の
答
え

   

タ
テ
の
カ
ギ

①	

漢
字
で
は
紫
陽
花
と
書
く
花

④	

肌
に
で
き
な
い
よ
う
に
日
焼	

	

け
止
め
を
塗
り
ま
し
た

⑥	

剣
道
の
試
合
の
と
き
頭
に
つ	

	

け
ま
す

⑦	

植
物
を
分
厚
い
本
に
は
さ
ん	

	

で
作
る
こ
と
も

⑨	

１
年
を
基
準
と
し
た
と
き
の	

	

３
カ
月

⑪	

in
と
表
記
す
る
長
さ
の
単
位

⑫	

神
棚
に
供
え
る
植
物

⑭	

サ
イ
ン
、
―
―
、
タ
ン
ジ
ェ	

	

ン
ト

⑯	

海
の
宝
石
と
も
呼
ば
れ
る
生	

	

き
物

⑱	

―
―
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る

⑳	

６
月
10
日
は
―
―
の
記
念
日	

	

で
す

㉑	

じ
ょ
う
ろ
や
ホ
ー
ス
で
お
こ	

	

な
い
ま
す

   

ヨ
コ
の
カ
ギ

①	

６
～
７
月
は
し
と
し
と
と
降
る	

	

日
が
多
い

②	

あ
の
部
長
は
―
―
掌
握
術
に
優	

	

れ
て
い
る

③	

化
学
式
で
は
H+
や
OH-
な
ど
と
表	

	

し
ま
す

④	「
桃
太
郎
」
で
お
じ
い
さ
ん
が	

	

刈
り
に
い
っ
た
も
の

⑤	

旧
暦
６
月
の
異
称

⑧	

赤
、
青
、
黄
、
鮮
や
か
な
―
―	

	

の
花
々
が
咲
い
て
い
る

⑩	

渋
谷
駅
前
の
待
ち
合
わ
せ
場
所	

	

と
し
て
有
名
な
忠
犬
―
―
像

⑪	

長
女
か
ら
見
た
次
女
や
三
女

⑬	

父
の
日
に
―
―
を
こ
め
て
プ
レ	

	

ゼ
ン
ト
を
送
っ
た

⑮	

生
の
魚
貝
な
ど
を
薄
く
切
っ
た	

	

料
理

⑰	

木
の
根
と
枝
の
あ
い
だ

⑲	

オ
ニ
、
テ
ッ
ポ
ウ
な
ど
の
種
類	

	

が
あ
る
花 二

重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
D
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

クロスワード◎パズル

※ご応募いただいた個人情報は、当選者へのプレゼント発送に利用させていただきます。また、お寄せ
　いただいた身近な話題は「皆さんの声お届けします！」コーナーに掲載させていただく場合があります。

郵便はがきの裏に次の①〜③
をご記入の上ご応募ください。

① クイズの答え
② 身近な話題や本誌へ一言
③ あなたの住所、氏名、
　 年齢

正解者の中から１０名に図書カード（５００円分）を
プレゼントします。

〒 021-0027  一関市竹山町７－１
ＪＡいわて平泉　総合企画課　まで

ご応募は FAX（21-0242）、Eメールでも受け付けます。
Ｅメールアドレス　kosheru@ja-iwatehiraizumi.or.jp

　　　令和７年６月２６日（木）（当日消印有効）
皆さまからのご応募お待ちしております。

締切日

旬彩の恵み

木村  千恵美 さん

野菜ソムリエプロ

園芸研究家 ● 成松次郎

芽キャベツとあさりのクラムチャウダー

今月は  芽キャベツ

　アブラナ科野菜で太い茎にキャベツの形

状をした小さい球がぎっしりと付く様子か

ら、コモチカンラン（子持ち甘藍）とも呼

ばれます。キャベツから分化したため、似

た性質を持ちます。生育適温は 18 ～ 22℃

ですが、寒さには強い半面、暑さに弱い

野菜です。小さい球を芽
がきゅう

球といい、5 ～

20℃でよく締まった球が形成されます。中

間地での栽培時期は、7 月に種をまき、収

穫期は 12 ～ 3 月です。

［品種］「早生子持」（タキイ種苗）、「ファ

ミリーセブン」（サカタのタネ）などがあり

ます。なお、球状の芽球を作らない「プチ

ヴェール」（増田採種場）は、家庭菜園向

きの品種です。

［苗作り］少ない本数の苗では、直径 9㌢

のポリポットに種を直接まき、間引いて 1

本にするのが便利です。多くの苗を作ると

きは、セルトレーを使用し、発芽後に密生

部を間引き、本葉 2、3 枚で 9㌢のポット

に鉢上げします。苗作りの期間は、防虫ネッ

トで被覆します。

［畑の準備］畑 1 平方㍍当たり苦土石灰

100㌘を土とよく混ぜておき、その後、畝

幅 90㌢を取り、中央に幅 20 ～ 30㌢の溝

を掘り、溝 1㍍当たり化成肥料 100㌘と堆

肥 2㌔を施し、畝を立てます（図 1）。

［植え付け］本葉 5、6 枚の頃、株間 50㌢

程度に植え付けます（図 2）。事前に植え

穴に十分水を注ぎ、植え傷みの少ないよう

にします。

［追肥・摘葉］追肥は植え付け後、月に 1 回、

畝の肩に 1 株当たり化成肥料 10㌘をまい

て、株元に土寄せします。株が倒れないよ

う支柱を立てて誘引します。晩秋には、老

化した下葉を 4、5 枚取り除きます。さらに、

芽球が大きくなってきたら、下葉数枚の葉

柄を 4、5㌢残して切り取ると、大球を作

ることができます（図 3）。

［害虫の防除］ヨトウムシ、コナガなどは、

比較的安全な BT 剤で駆除します。アブラ

ムシには粘着くん液剤などを散布します。

なお、株の小さいうちは、防虫ネットでト

ンネル栽培し、害虫の被害を防ぎます。

［収穫］固く締まった芽球をもぎ取ります。

芽球の直径 2・5

～ 3㌢が良品で

す。

①

②

③

④

アサリは半分に、タマネギは薄切り、ジャガ
イモとニンジンは一口大に切る
鍋に油を入れて、タマネギを透き通るまで
炒める
②にジャガイモとニンジンを加えて炒め、
小麦粉を入れてよく混ぜ合わせる 
小麦粉が絡まったら、水３００㍉㍑とコン

⑤
ソメを加えてジャガイモが軟らかくなるまで１０分ほど煮る 
牛乳とアサリと芽キャベツを加え、弱火で２分ほど煮てからバターを加え、塩こしょ
うで味を調える

追肥と摘葉で大球を作る

	 芽キャベツには、ビタミンＣと食物繊維がキャベツより多く含まれています。ビタミンＣは約４倍、食物繊維は約３倍、
ビタミンＢ２は約７倍、β - カロテンは約１４倍も含まれており、小さいながらも栄養がぎゅっと詰まっています。寒くなる時期に
収穫される野菜のため、甘さも増し、見た目もかわいいので、ぜひ食材に取り入れてみて下さい。

豆知識

〈材料〉作りやすい分量
芽キャベツ	 10 個
むきアサリ	 100 ｇ
タマネギ	 70 ｇ    
ジャガイモ	 150 ｇ
ニンジン	 80 ｇ
牛乳	 200㎖
コンソメ	 小さじ 1.5
バター	 10 ｇ
サラダ油	 少々
小麦粉	 大さじ 1
水	 300㎖
塩こしょう	 適量

【一口メモ】
ウインナーを魚肉ソーセージ

に変えてもおいしく作れます。

④のときに、きちんとくぼみ

を作ることで、にっこり笑った

表情に仕上がります。

飾り巻き寿司飾り巻き寿司
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

ホウレンソウをゆで、１／３に切ったのりで巻いたものを２つ作る
ごはんにしょうゆを混ぜる
のりの中央に１㌢幅でごはんをのせる
１／３に切ったのりを半分に折り、③の上に置きくぼみを作る
ごはんをのせ、ウインナーを３本並べる
ごはんをのせ、①を並べる
ごはんをのせて巻く
輪切りにし、眉毛の形に切ったのりをのせる

花泉町涌津
鈴木 律子さん

□ごはん　　　　　　 茶わん２杯

□ウインナー（ゆでたもの）　　 ３本

□ホウレンソウ　　　　 ３～４株

□のり　　　　　　　　 全形２枚
　　　　（うち１枚は３つに切る）

□しょうゆ　　　　　　　　 少々

■材料（１本分）

当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。

※関東南部以西の平たん地を
　基準に記事を作成しています。
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関
市

竹
山

町
7-1　

TEL0191-23-3006（
代

表
）

／
FAX0191-21-0242

発
行

日
／

令
和

7
年

6
月

１０
日

    発
行

／
い

わ
て

平
泉

農
業

協
同

組
合

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

U
RL　

https://ja-iw
atehiraizum

i.or.jp/
Ｅ

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

kosheru@
ja-iw

atehiraizum
i.or.jp

編
集

／
広

報
編

集
委

員
会

（
総

務
部

総
合

企
画

課
）　

印
刷

／
岩

手
日

日
新

聞
社

主
人
公
の
野
原
拓
人
さ
ん
は
、
実
家
の
農
地
を
守
ろ
う
と
就
農
を
決
め
、
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
農
相
談
窓
口
で
、
品
目
選
定
に
向
け
相
談
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ピ
ー
マ
ン
の
品
目

紹
介
で
す
。

今
回
も
Ｊ
Ａ
と

普
及
セ
ン
タ
ー
の

品
目
担
当
職
員
に

話
を
伺
い
ま
し
た

①
ハ
ウ
ス
栽
培
は

天
候
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
が
少
な
く

安
定
し
た
収
量
が

挙
げ
ら
れ
る
こ
と
と

長
期
に
わ
た
り

収
穫
が
可
能
な
こ
と
か
ら

収
益
が
確
保
で
き
る

作
型
だ
よ

②
露
路
栽
培
は

初
期
の
投
資
が
少
な
く
済
み

栽
培
管
理
も
比
較
的
容
易
で

取
り
組
み
や
す
い
作
型
だ
ね

岩
手
県
南
の

温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た
栽
培
で

県
内
の
他
産
地
よ
り
も

長
期
間
の
収
穫
が
可
能
だ
か
ら

出
荷
形
態
を
バ
ラ
詰
め
や

加
工
向
け
に
も
幅
を
広
げ

収
穫
し
た
ほ
ぼ
全
量
を

出
荷
可
能
に
し
て
い
る
！

収
穫
し
た
ピ
ー
マ
ン
は

園
芸
セ
ン
タ
ー
で

袋
詰
め
機
を
利
用
し
て

包
装
作
業
を
行
っ
て

い
る
ん
だ
け
ど

担
い
手
組
織

「
ハ
ッ
ピ
ー
ま
ん
」で
は

先
進
技
術
導
入
や

品
種
・
新
規
資
材
試
験
を
目
的
と
し
た

実
証
圃
の
設
置
も
活
発
で
す

他
Ｊ
Ａ
の

若
手
生
産
者
と

交
流
を
図
り
な
が
ら

一
致
団
結
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す

ス
ゴ
イ

ロ
ス
ま
で
軽
減

す
る
な
ん
て
…
！

部
会
事
業
は

指
導
会
や
目
ぞ
ろ
え
会

相
互
巡
回
の
他

生
産
も
事
業
活
動
も

魅
力
的
だ
な
ぁ
〜

県
南
地
域
に

そ
ん
な
強
み
が
！

一
関
地
方
の

ピ
ー
マ
ン
生
産
量
は

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
さ

当
管
内
の

ピ
ー
マ
ン
は

品
質
評
価
が
高
く

価
格
も
県
平
均
を

上
回
る
高
値
で

取
引
さ
れ
ま
す

さ
っ
そ
く

ピ
ー
マ
ン
の

作
型
か
ら

普及センター
職員ＪＡ職員

広報誌 KOSHERU は、植物油インキを使用しています。

広
報
誌

こ
し
ぇ
る

編
集
後
記

▽
小
学
生
に
向
け
た
食
農

教
育
や
、
当
Ｊ
Ａ
の
新
採
用

職
員
の
研
修
、
市
場
関
係

企
業
と
の
交
流
会
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
の
一
環
と
し

て
、
管
内
各
所
で
田
植
え
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
政
府

備
蓄
米
放
出
や
ト
ラ
ン
プ
関

税
な
ど
、
国
内
農
業
を
揺
る

が
す
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
今
こ

そ
、
自
ら
の
手
で
作
る
喜
び

を
得
ら
れ
る
農
業
体
験
は
非

常
に
有
意
義
な
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
田
植
え

体
験
が
、
農
業
の
未
来
を
考

え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
熊
谷
）

▽
普
段
か
ら
汗
を
か
く
習
慣

な
ど
に
よ
り
、
本
格
的
な
夏

を
迎
え
る
前
に
暑
さ
に
慣
れ

る
こ
と
で
熱
中
症
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
暑

熱
順
化
と
言
い
、
軽
い
運
動

や
入
浴
で
汗
を
か
く
こ
と
が

有
効
で
す
。
熱
中
症
は
、
梅

雨
時
の
晴
れ
間
や
梅
雨
明
け

の
時
に
も
発
症
し
ま
す
。
夏

場
の
暑
さ
が
年
々
厳
し
さ
を

増
す
中
、
熱
中
症
に
は
十
分

注
意
を
し
な
が
ら
農
作
業
に

励
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
阿
部
）

ＪＡ園芸課開催「園芸だよ！全員集合」より③

まんが：じっく第１３４話

長期間、安定した収量・収益を長期間、安定した収量・収益を
確保したい方にお薦めのピーマン確保したい方にお薦めのピーマン
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